










第１図　遺跡の位置





第２図　児玉地方の古墳関連遺跡



第３図　調査区周辺の古墳分布



第４図　長沖古墳群古墳分布図



第５図　長沖62号墳墳丘等高線図



第６図　長沖古墳群久保地区Ｃ地点調査区全体図



第７図　第190号墳周溝跡



（As－Ａを多量に、径１mmのマンガン粒子・径３mmのマンガン小ブロックをまばらに含む。しまり、粘性
　ともにやや弱い。現耕作土。）
（径１mmのマンガン粒子を均一に、径３mmのマンガン小ブロックをまばらに、As－A、径５mmの小石、
　埴輪片を含む。しまり、粘性ともにやや弱い。）
（径１mmのローム粒子を均一に、径５mmのローム小ブロック、径３mmのマンガン小ブロックをまばらに、
　As－Ａを微量含む。褐色土が多量に混入している。しまりはやや弱いが、粘性あり。）
（ローム粒子を均一、径６mmのロームブロックをまばらに含む。しまりは弱いが、粘性はやや強い。）
（黒灰色土の混入が認められる。径２mmのマンガン粒子を均一に、径２mmのローム粒子、径３mmのローム
　小ブロックをまばらに含む。しまりはやや弱いが、粘性は強い。）
（黒灰色土の混入が少量認められる。径２mmのローム粒子を均一に、径２cmのロームブロックを多量、白色
　粒子・径１mmのマンガン粒子を少量含む。しまり、粘性ともに強い。）
（黒灰色土の混入が多量に認められる。径２mmのローム粒子を均一に、径２mmのマンガン粒子、径５mmのロ
　ームブロックをまばらに、径２mmの焼土粒子を微量含む。しまりは弱いが、粘性は強い。）
（黒灰色土の混入あり。径２mmのローム粒子を多量に、径３mmのローム小ブロックを均一に、径５mmのロ
　ームブロックを少量含む。しまり、粘性ともに強い。）
（径２mmのローム粒子を均一に、径２mmのマンガン粒子、径２mmの焼土粒子、径３mmのローム小ブロック
　を微量含む。しまりはやや弱いが、粘性は強い。）
（径２mmのローム粒子を非常に多く、径３mmのローム小ブロックを均一に、径５mmと１cmのロームブロッ
　クをまばらに含む。黒灰色土が少量混入する。しまり、粘性ともに強い。）
（径２mmのローム粒子とマンガン粒子を均一に、径３mmのローム小ブロックとマンガン小ブロック、径５
　mmのロームブロックをまばらに含む。）
（径２mmのローム粒子を均一に、径５mmのロームブロックと径３mmのマンガン小ブロックをまばらに、径
　３mmの小石及びローム小ブロックを少量含む。しまりは弱いが、粘性は強い。）
（ローム粒子を主体に、径２cmのロームブロック及び黒灰色土と径２mmのマンガン粒子を少量、径３～５
　mmのローム小ブロックをかなり多く、径１cmのロームブロックをまばらに、径３mmのマンガン小ブロッ
　クを微量含む。しまり、粘性ともに強い。）

第８図　第190号墳出土遺物



（径３～５cmの黒褐色土ブロック、径３mmのローム小ブロックをまばらに、径２mmのマンガン粒子・焼土
　粒子・炭化物粒子を少量含む。しまり、粘性ともに強い。）
（径２mmの焼土粒子を均一に、径２mmの炭化物粒子をやや多く、径３mmの焼土小ブロックをまばらに、ロ
　ーム粒子を含む。しまりやや弱く、粘性は非常に強い。）
（焼土ブロックを主体とし、マンガン粒子を均一に、径３mmの焼土小ブロックを少量、炭化物粒子を含む。
　しまり、粘性ともに強い。）
（炭化物を主体とし、径４mmのマンガン粒子、径1.5mmの焼土粒子を均一に、径５mmの焼土ブロックを若
　干含む。しまりはやや弱いが、粘性は強い。）
（径２mmのマンガン小ブロックをまばらに、径２mmのローム粒子を少量、径２mmの焼土粒子と炭化粒子を
　微量含む。しまりはやや弱いが、粘性は強い。）
（径３mmの焼土小ブロックをまばらに、径３mmの炭化物の小ブロックと径２mmのマンガン粒子を均一に含
　む。しまり、粘性やや強い。）
（径３mmのローム小ブロックをまばらに、径1.5mmのローム粒子を均一、径２mmのマンガン粒子をやや多
　く含む。しまり、粘性やや強い。）

第９図　第191号墳周溝跡



第10図　第192号墳周溝跡（１）



（灰褐色粒子、径２mmのマンガン粒子をやや多く、径３mmのマンガン小ブロックを均一に、径５mmの灰褐
　色ブロックをまばらに含む。しまりはやや弱いが、粘性は強い。）
（灰褐色土粒子を多く、マンガン粒子をまばらに、径３mmのマンガン小ブロックを少量含む。しまりやや
　弱いが、粘性強い。）
（砂粒を均一に含む。しまり、粘性ともに強い。）
（径２mmの褐色土粒子を少量、径２mmのマンガン粒子を均一、径５mmのマンガン小ブロックをまばらに含
　む。しまりやや弱く、粘性強い。）
（径２mmのマンガン粒子を均一に、径１cmのマンガンブロックをまばらに、褐色粒子を少量含む。）
（径２mmのマンガン粒子と径３mmのマンガン小ブロックを均一に、ローム粒子と径５mmのマンガンブロッ
　クを少量含む。しまり、粘性ともに強い。）
（マンガンの堆積層。黒褐色土と褐色土を含む層。径１cmのマンガンブロックを多量、径２mmのマンガン
　粒子を少量含む。しまり、粘性ともに強い。）

第11図　第192号墳周溝跡（２）



第12図　第192号墳出土遺物（１）



第13図　第192号墳出土遺物（２）



第14図　第192号墳出土遺物（３）



第15図　第192号墳出土遺物（４）





（As－Ａを非常に多く、径２mm
のマンガン粒子を均一、径２mm
の小石をまばらに含む。しまり
は強いが、粘性は弱い。）　

（As－Ａを微量、径１mmの小石
を少量、径２mmのマンガン粒
子を均一、径３mmのマンガン
ブロックと径１cmのロームブ
ロックをまばらに、径１mmの
ローム粒子を微量含む。しま
り、粘性ともやや弱い。）　

（As－Ａ、ローム粒子、径１cm
のロームブロックを少量、径２
mmのマンガン粒子、径３mmの
マンガンブロックをまばらに含
む。しまり強く、粘性あり。）

第16図　第１・２号溝跡



第17図　第１号溝跡出土遺物



第18図　第３号溝跡







図版１

久保地区C１地点調査区遠景（西より）

久保地区C１地点調査区全景（東より）



図版２

久保地区C２調査区全景（南東より）

久保地区C２調査区全景（西より）



図版３

第190号墳周溝跡（北より）

第190号墳周溝跡（南より）



図版４

第191号墳周溝跡（北より）

第191号墳周溝跡炭化材・焼土出土状態



図版５

第192号墳周溝跡（西より）

第192号墳周溝跡（東より）



図版６

第１号溝跡

第２号溝跡



図版７

第３号溝跡

金屋小学校児童見学風景



図版８

第 192 号噴出土埴輪（１）



図版９

第 192 号噴出土埴輪（２）



図版 10

第 192 号噴出土埴輪（３）：裏

第 192 号噴出土埴輪（３）：表



図版 11

第 192 号噴出土埴輪（４）：裏

第 192 号噴出土埴輪（４）：表



図版 12

第 192 号噴出土埴輪（５）：裏

第 192 号噴出土埴輪（５）：表



図版 13

第 192 号噴出土埴輪（６）：裏

第 192 号噴出土埴輪（６）：表



図版 14

第192号墳出土埴輪（７）

40



図版 15

第 190 号噴・第１号溝跡出土埴輪：表

第 190 号噴・第１号溝跡出土埴輪：裏

第 190 号噴－１
第１号溝跡－１

第１号溝跡－１
第 190 号噴－１

第１号溝跡－２ 第１号溝跡－３
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